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7月 20日：指数は下落も工業団地関連が上昇 

工業団地関連銘柄が月曜日に上昇し相場の下落を和らげた。市場は警戒感が高まってい

た。 

ホーチミン取引所の VN 指数は 1.22％安の 861.40 ポイントで取引を終えた。 

VN 指数は 0.09％高で先週を終えていた。 

VN30 指数は 1.33％安で終えたが、VN30 先物は 1.41％安の 796.50 ポイントで取引を

終えた。 

中小型株指数も 1.11％、0.67％安となった。 

VN30 指数採用銘柄の流動性も低下した。 

大きく下落したのはコテコンズ建設（CTD）、バオベトホールディングス（BVH）、

ビンコムリテール（VRE）、ペトロリメックス（PLX）、マッサングループ（MSN）

などであった。 

それらの銘柄は 2.1-4.3％安となった。 

世界の株式市場と同様にベトナム株も下落した。EU や米国の新型コロナ対策のための

さらなる経済支援策を待っていたと証券会社は語った。 

投資家は新型コロナの感染拡大と第 2 四半期決算という 2 つのイベントに注目をして

いると Thanh Cong 証券はデイリーリポートで語った。 

セクターごとでは、不動産、銀行、証券、保険、小売、飲食料品、鉱業・エネルギーな

どが 0.9-3.7％下落した。 

しかし、工業団地ではポジティブな兆候が見られた。 

日本政府が工場を中国からベトナムを含む東南アジアに移すように発表してから工業団

地株が上昇した。 

タンタオ投資（ITA）、ロンハウコーポレーション（LHG）、キンバックシティ

（KBC）、ソナデジチャウドック（SZC）などが 2.4-6％上昇した。 
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VN30 の現物の先物の差が投資家の悲観的な見通しを表しているとサイゴンハノイ証券

は語った。 

ハノイ取引所の HNX 指数は 0.93％安の 115.72 ポイントで取引を終えた。 

同指数は先週 1％ほど上昇していた。 

出来高は 3 億 3000 万株で売買代金にして 5.29 兆ドンであった。 
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